


　最近、情報技術の加速度的な発展や、AI（Artificial Intelligence）や IoT（Internet 
of Things）の登場が、 ポストヒューマンの時代を創るかもしれないという予測がささやかれて
います。 このような時代を迎えるにあたって、 今、 「人間」 の本質をより学際的 ・ 統合的に見
直す必要に迫られているのではないでしょか。
　人間総合科学大学大学院　人間総合科学研究科は 3 専攻を有しています。 心身健康
科学専攻（修士 ・ 博士後期課程）では、 心と身体の有機的関連性の探求から、 心身の
健康に関する総合的な研究を行い、 社会の指導的な役割や先駆的な領域を開拓する人
材を養成しています。 また、 臨床心理学専攻（修士課程）では、 現代人の 「こころ」 の
健康について心理臨床の知識と技術をもち、総合的な「こころの科学」の専門職の養成を図っ
ています。 健康栄養科学専攻（修士課程）では、 人間の心身両面の健康と 「栄養 ・ 食」
とのかかわりを、 ミクロ・マクロな観点から統合的に探求し、 人々の健康の保持・増進を栄養・
食生活の側面から解決していきます。
　これら 3 専攻ともに、 本学の特色となる 「心身健康科学」 をプログラムの核に据え、 人間
に関わる多様で複雑な問題に対し、 統合的 ・ 先端的なアプローチをしています。 AI や IoT
が話題になっている今、 これからの生涯健康や持続可能性を目指す人類にとって、 心身相
関の科学の重要性がより一層認識されるでしょう。

学長挨拶：新しい学問領域の創造

人間総合科学研究科の研究領域

人間に関わる多様で複雑な問題に対し、 統合的 ・先端的な研究アプローチを

人間総合科学大学

学長　久住　武

社会や文化を踏まえ、 こころとからだの両側面から総
合的な人間理解に向けてアプローチします。 そして、
心身健康科学の視点から学際的、 横断的に研究
し、　” よりよく生きるための知恵” を創出します。

本学専用のポータルサイトで展開される e ラーニングシ
ステムにより、 パソコン ・ スマートフォン ・ タブレットを用
いていつでもどこでも学修に取り組むことができます。

充実した学修環境が学位取得をバックアップします。
修士３２４名、 博士３１名（2017.4 現在）が
学位を取得し、 開設以来高い修了率を維持していま
す。（心身健康科学専攻）

修士課程での研究は、 社会人学生の幅広いテーマ設
定に対応しています。 研究の最終成果物として、 新
たな知見を見出す修士論文、 もしくは心身健康科学
に関するテーマを報告書としてまとめる特定課題研究
報告書を選択することができます。（心身健康科学専攻）

博士後期課程では、 指導教員の他に副指導教員も
指導にあたります。 また、 修士課程 ・ 博士後期課程
のいずれもポータルサイトを介した質問や中間発表会
等の機会を通して、 学修 ・ 研究内容に対して全ての
教員の助言とサポートを受けることができます。

健康栄養科学専攻は、 病院において、 チーム医療の
一員として高度な栄養管理、 栄養指導を行う臨床栄
養領域での予防 ・ 治療に携わる人材を養成します。
さらに、 企業、 学校、 地域、 諸福祉施設などでカウ
ンセリング技法を用い、個人の栄養指導を行う人材や、
それらに関連する研究 ・ 教育業務に従事する人材を
養成します。

心身相関の科学の概念を学ぶ『心身健康科学特講』など本学の核となる数科目を、大学
院修士課程の共通科目として、全専攻のカリキュラムに設けています。このことが領域
を超えた統合的な研究活動の基礎を形成します。

　人が他者の援助を必要とするときには、 こころやからだに不具合を生じ
たり社会適応に困難さを抱えて、 傷ついたり、 悲しんだり、 怒ったり、 苦
しんだりしています。 臨床心理学専攻では、 そのような状態にある人々に
そっと寄り添い、 その人が自分の感情、 思考、 行動、 生き方を選ぶ自
律性の芽を一緒に探し、 大切に守りながら、 社会 ・ 文化との関係も含
めた全体としてのその人なりの健康と幸せをめざす視点を持って、 どっしりと
構えて援助を続けることができる専門職を養成したいと思います。
　人間総合科学研究科では人間の多角的理解に基づいた 「よりよく生
きる知恵」 の追究を目標として掲げています。 その大きな器の中で、 臨
床心理学専攻は、 専門領域で必要とされる知識を身につけ、 実践とト
レーニングを通して自己理解を深め、 思いやりのある臨床家を育て、 とも
に成長していく場となることを願っています。

　超高齢社会は人類に突きつけられた解決すべき 大きな課題です。 何
らかの健康上の不具合を抱えた栄養弱者に対し生きがいを持って健康
寿命を達成するためには、 あらゆる場面で最適な栄養摂取ができる環境
を整える必要があります。 「食」 「栄養 「健康」 に関する人々の多様な
価値観の中で、 「よりよく生きる」 を希求し、 「たべもの、 たべること」 の
原点を根源から正しく理解し、 日常の食生活に反映していくために、 食
物、 身体、 心を統合した学識、 技能を修めたより専門性の高い管理
栄養士が現代社会では求められています。
　このようなニーズに応えるため、 心身相関の基本的概念を基に、 人間
理解力に長け、 実践力を有する人材の育成を目指しています。

  心身健康科学専攻は、 人間の 「心身相関」 に焦点をあてて、 人類
の永遠のテーマである 「健康」 や 「幸福」 等の実現に貢献できる学間
知を創造し、 社会に発信することを目指しています。 本専攻では大学院
生が仕事をしながら学修 ・ 研究を継続して修了できるよう皆さんをサポー
トする独自のシステムを構築し、 研究指導のノウハウを蓄積してきました。
入学後は、 豊富な経験を 持った研究指導教員と皆さんとが深い議論を
繰り返すことで、 実生活や仕事を通して日々遭遇している事象の中に、
心身の健康に関わる本質的なテーマを見出して、 これを斬新なアプロー
チで探究していき ます 。

専攻長挨拶

2 3



　最近、情報技術の加速度的な発展や、AI（Artificial Intelligence）や IoT（Internet 
of Things）の登場が、 ポストヒューマンの時代を創るかもしれないという予測がささやかれて
います。 このような時代を迎えるにあたって、 今、 「人間」 の本質をより学際的 ・ 統合的に見
直す必要に迫られているのではないでしょか。
　人間総合科学大学大学院　人間総合科学研究科は 3 専攻を有しています。 心身健康
科学専攻（修士 ・ 博士後期課程）では、 心と身体の有機的関連性の探求から、 心身の
健康に関する総合的な研究を行い、 社会の指導的な役割や先駆的な領域を開拓する人
材を養成しています。 また、 臨床心理学専攻（修士課程）では、 現代人の 「こころ」 の
健康について心理臨床の知識と技術をもち、総合的な「こころの科学」の専門職の養成を図っ
ています。 健康栄養科学専攻（修士課程）では、 人間の心身両面の健康と 「栄養 ・ 食」
とのかかわりを、 ミクロ・マクロな観点から統合的に探求し、 人々の健康の保持・増進を栄養・
食生活の側面から解決していきます。
　これら 3 専攻ともに、 本学の特色となる 「心身健康科学」 をプログラムの核に据え、 人間
に関わる多様で複雑な問題に対し、 統合的 ・ 先端的なアプローチをしています。 AI や IoT
が話題になっている今、 これからの生涯健康や持続可能性を目指す人類にとって、 心身相
関の科学の重要性がより一層認識されるでしょう。

学長挨拶：新しい学問領域の創造

人間総合科学研究科の研究領域

人間に関わる多様で複雑な問題に対し、 統合的 ・先端的な研究アプローチを

人間総合科学大学

学長　久住　武

社会や文化を踏まえ、 こころとからだの両側面から総
合的な人間理解に向けてアプローチします。 そして、
心身健康科学の視点から学際的、 横断的に研究
し、　” よりよく生きるための知恵” を創出します。

本学専用のポータルサイトで展開される e ラーニングシ
ステムにより、 パソコン ・ スマートフォン ・ タブレットを用
いていつでもどこでも学修に取り組むことができます。

充実した学修環境が学位取得をバックアップします。
修士３２４名、 博士３１名（2017.4 現在）が
学位を取得し、 開設以来高い修了率を維持していま
す。（心身健康科学専攻）

修士課程での研究は、 社会人学生の幅広いテーマ設
定に対応しています。 研究の最終成果物として、 新
たな知見を見出す修士論文、 もしくは心身健康科学
に関するテーマを報告書としてまとめる特定課題研究
報告書を選択することができます。（心身健康科学専攻）

博士後期課程では、 指導教員の他に副指導教員も
指導にあたります。 また、 修士課程 ・ 博士後期課程
のいずれもポータルサイトを介した質問や中間発表会
等の機会を通して、 学修 ・ 研究内容に対して全ての
教員の助言とサポートを受けることができます。

健康栄養科学専攻は、 病院において、 チーム医療の
一員として高度な栄養管理、 栄養指導を行う臨床栄
養領域での予防 ・ 治療に携わる人材を養成します。
さらに、 企業、 学校、 地域、 諸福祉施設などでカウ
ンセリング技法を用い、個人の栄養指導を行う人材や、
それらに関連する研究 ・ 教育業務に従事する人材を
養成します。

心身相関の科学の概念を学ぶ『心身健康科学特講』など本学の核となる数科目を、大学
院修士課程の共通科目として、全専攻のカリキュラムに設けています。このことが領域
を超えた統合的な研究活動の基礎を形成します。

　人が他者の援助を必要とするときには、 こころやからだに不具合を生じ
たり社会適応に困難さを抱えて、 傷ついたり、 悲しんだり、 怒ったり、 苦
しんだりしています。 臨床心理学専攻では、 そのような状態にある人々に
そっと寄り添い、 その人が自分の感情、 思考、 行動、 生き方を選ぶ自
律性の芽を一緒に探し、 大切に守りながら、 社会 ・ 文化との関係も含
めた全体としてのその人なりの健康と幸せをめざす視点を持って、 どっしりと
構えて援助を続けることができる専門職を養成したいと思います。
　人間総合科学研究科では人間の多角的理解に基づいた 「よりよく生
きる知恵」 の追究を目標として掲げています。 その大きな器の中で、 臨
床心理学専攻は、 専門領域で必要とされる知識を身につけ、 実践とト
レーニングを通して自己理解を深め、 思いやりのある臨床家を育て、 とも
に成長していく場となることを願っています。

　超高齢社会は人類に突きつけられた解決すべき 大きな課題です。 何
らかの健康上の不具合を抱えた栄養弱者に対し生きがいを持って健康
寿命を達成するためには、 あらゆる場面で最適な栄養摂取ができる環境
を整える必要があります。 「食」 「栄養 「健康」 に関する人々の多様な
価値観の中で、 「よりよく生きる」 を希求し、 「たべもの、 たべること」 の
原点を根源から正しく理解し、 日常の食生活に反映していくために、 食
物、 身体、 心を統合した学識、 技能を修めたより専門性の高い管理
栄養士が現代社会では求められています。
　このようなニーズに応えるため、 心身相関の基本的概念を基に、 人間
理解力に長け、 実践力を有する人材の育成を目指しています。

  心身健康科学専攻は、 人間の 「心身相関」 に焦点をあてて、 人類
の永遠のテーマである 「健康」 や 「幸福」 等の実現に貢献できる学間
知を創造し、 社会に発信することを目指しています。 本専攻では大学院
生が仕事をしながら学修 ・ 研究を継続して修了できるよう皆さんをサポー
トする独自のシステムを構築し、 研究指導のノウハウを蓄積してきました。
入学後は、 豊富な経験を 持った研究指導教員と皆さんとが深い議論を
繰り返すことで、 実生活や仕事を通して日々遭遇している事象の中に、
心身の健康に関わる本質的なテーマを見出して、 これを斬新なアプロー
チで探究していき ます 。

専攻長挨拶

2 3



教育研究上の目的
  「こころ」と「からだ」の有機的関連性を考究し、心身の健康に関する専門知識を総合的
に教授研究 し、「生きる力」としての、洞察力、探究力、問題解決力、創造力を育み、研
究の徒となり得る人材、社会において指導者的役割を果たす人材を育成します。
 本専攻には、研究力養成に主眼を置いた【一般履修プログラム】の他に、実践的なヘル
スデータ管理のプロフェッショナルを養成する特別履修プログラム：【健康情報マネジメ
ント養成プログラム】を準備しております。
※【健康情報マネジメント養成プログラム】についてはホームページをご参照ください。

カリキュラム
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  「こころ Jと 「からだ」 の有機的関連性を考究し、心身の健康に関する専門知識を総合的
に教授研究し、「生きる力」としての洞察力・探究力・問題解決能力・創造力を育み、研
究の徒となり得る人材、社会において指導的役割を果たす人材を育成します。

コア科目 （全専攻修士課程共通科目）

博士後期課程及び全専攻修士課程との共通科目

博士後期課程及び臨床心理学専攻との共通科目

博士後期課程との共通科目

健康栄養科学専攻との共通科目

臨床心理学専攻との共通科目

博士後期課程及び健康栄養科学専攻との共通科目

※本課程で使用する言語は基本的に日本語ですが、同一の学修・研究を英語にて進める学位プログラムも提供しています。
※カリキュラムは２０１８年４月現在のものであり、変更する場合があります。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

研究指導（R）

研究テーマ例

修了・学位授与　修士（心身健康科学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→科目修了
試験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提出します。 科目修了
試験に合格すると単位が認定されます。

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換 科目修了試験 合格後　単位認定

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) により学
修を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換
ＶＯＤによるビデオ履修

科目修了試験 合格後　単位認定

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換

科目修了試験 合格後　単位認定

対面式授業

「心身健康科学特講」 （必修）と実験実習科目（選択必修）では、テキスト履修に加えてスクーリング（対面式授業）を受講します。
科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

修士課程では、 年間 5 回  (2 年間で 10 回）の面接指導 （合同ディスカッションを含む）のほか、 中間報告会の発表を通して修士
論文または特定課題研究報告書を完成させます。

１年次 ２年次

指導教員
決定

研究テーマ
の決定

研究
中間報告

研究中間
報告会

修論か特定
課題研究
報告書かの
選択

研究成果
提出

・審査
・口頭試問

院内
発表会

• 職業性ストレス及び心身健康度が労働パフォーマンスに及ぼす影響
• 訪問看護師の職業性ストレスと心身の健康
• 高校男子サッカー選手における運動時心拍数と自覚的な体調および心理状態との関連
• 作業療法臨床実習指導者の分野別によるストレスの分析
• 「差異」 の捉え方からみた健康観と健康問題の対策に関する一考察
• 看護業務による疲労と交代勤務が衝動性制御に与える影響
• 特別養護老人ホームにおける看取りに対する介護職貝の姿勢
• 慢性腎臓病患者における病態と食事療法の心理的不安感

Ｔ：テキスト履修　Ｍ：メディア履修　Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　Ｒ：オンライン指導＋面接指導
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に教授研究 し、「生きる力」としての、洞察力、探究力、問題解決力、創造力を育み、研
究の徒となり得る人材、社会において指導者的役割を果たす人材を育成します。
 本専攻には、研究力養成に主眼を置いた【一般履修プログラム】の他に、実践的なヘル
スデータ管理のプロフェッショナルを養成する特別履修プログラム：【健康情報マネジメ
ント養成プログラム】を準備しております。
※【健康情報マネジメント養成プログラム】についてはホームページをご参照ください。

カリキュラム
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  「こころ Jと 「からだ」 の有機的関連性を考究し、心身の健康に関する専門知識を総合的
に教授研究し、「生きる力」としての洞察力・探究力・問題解決能力・創造力を育み、研
究の徒となり得る人材、社会において指導的役割を果たす人材を育成します。

コア科目 （全専攻修士課程共通科目）

博士後期課程及び全専攻修士課程との共通科目

博士後期課程及び臨床心理学専攻との共通科目

博士後期課程との共通科目

健康栄養科学専攻との共通科目

臨床心理学専攻との共通科目

博士後期課程及び健康栄養科学専攻との共通科目

※本課程で使用する言語は基本的に日本語ですが、同一の学修・研究を英語にて進める学位プログラムも提供しています。
※カリキュラムは２０１８年４月現在のものであり、変更する場合があります。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

研究指導（R）

研究テーマ例

修了・学位授与　修士（心身健康科学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→科目修了
試験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提出します。 科目修了
試験に合格すると単位が認定されます。

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換 科目修了試験 合格後　単位認定

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) により学
修を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換
ＶＯＤによるビデオ履修

科目修了試験 合格後　単位認定

レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換

科目修了試験 合格後　単位認定

対面式授業

「心身健康科学特講」 （必修）と実験実習科目（選択必修）では、テキスト履修に加えてスクーリング（対面式授業）を受講します。
科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

修士課程では、 年間 5 回  (2 年間で 10 回）の面接指導 （合同ディスカッションを含む）のほか、 中間報告会の発表を通して修士
論文または特定課題研究報告書を完成させます。

１年次 ２年次

指導教員
決定

研究テーマ
の決定

研究
中間報告

研究中間
報告会

修論か特定
課題研究
報告書かの
選択

研究成果
提出

・審査
・口頭試問

院内
発表会

• 職業性ストレス及び心身健康度が労働パフォーマンスに及ぼす影響
• 訪問看護師の職業性ストレスと心身の健康
• 高校男子サッカー選手における運動時心拍数と自覚的な体調および心理状態との関連
• 作業療法臨床実習指導者の分野別によるストレスの分析
• 「差異」 の捉え方からみた健康観と健康問題の対策に関する一考察
• 看護業務による疲労と交代勤務が衝動性制御に与える影響
• 特別養護老人ホームにおける看取りに対する介護職貝の姿勢
• 慢性腎臓病患者における病態と食事療法の心理的不安感

Ｔ：テキスト履修　Ｍ：メディア履修　Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　Ｒ：オンライン指導＋面接指導
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教育研究上の目的
  「こころ」と「からだ」の有機的関連性を支える法則性について深い学識と高度な研究遂
行能力とを養い、学際的・統合的な視点と姿勢をもって自立 して研究活動のできる人材と、
社会において先駆的な領域を開拓できる人材を養成します。

カリキュラム
  1 年次には、必修科目である「心身健康科学特殊講義」を履修し、心身健康科学におけ
る心身相関の科学、健康科学、統合・学際領域という研究深化の視点を養う とともに、
院生の研究 テーマにつなげる端緒 を導きます。 「心身健康科学特殊演習 I · II· Ⅲ」 はテレ
ビ会議システムを使用するセミナーです。選択科目は 1 ３科目開設され、各自の研究テー
マに応じ、科目を履修し ます。

全専攻修士課程との共通科目

心身健康科学専攻修士課程との共通科目

心身健康科学専攻修士課程及び臨床心理学専攻との共通科目

心身健康科学専攻修士課程及び健康栄養科学専攻との共通科目

※カリキュラムは２０１８年４月現在のものであり、変更する場合があります。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

研究指導（R）

研究テーマ例

修了・学位授与　博士（心身健康科学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→科目修了試
験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提出します。 科目修了試験
に合格すると単位が認定されます。

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) により学修
を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

合格後　単位認定事前学習
レジュメ・スライド作成

心身健康科学における心身相関の科学や健康科学について、 学際的 ・ 統合的に考察する視点を養うため、 必修科目と選択科目の一部でス
クーリング（対面式授業）が実施されています。 テキスト履修に加え、 スクーリングを受講し、 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

博士課程後期課程では、 月１回の個別面接指導のほか、 必要に応じて随時面接指導、 オンラインでの個別指導が実施されます。

１年次 ２年次

指導教員
決定（※）

研究テーマ
の決定

研究
中間報告

• 食事における n-6/ n-3 系多価不飽和脂肪  酸の摂取比率が大学生の心理的ストレス反応に及ぽす影響
• 救急医療現場における多様 な業務が看護師の心身に与える影響
• カックアップ装具のデザインに求められる要素の検討    一支持部の長さと使いやすさの関連について一
• 慢性腰痛の表面筋電図の特徴と心理社会的要因の関係ー表面筋電図の筋活動パターンを中心に一
• 透析患者の適切なたんばく摂取量の検討一心身健康科学の視点から一

Ｔ：テキスト履修　Ｍ：メディア履修　Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　
ＥＸ：演習（テレビ会議セミナー）　Ｒ：オンライン指導＋面接指導

演習（ＥＸ）
演習は、 大学院生と全教員を交えたテレビ会議システム（インターネットを利用）を使ったセミナーです。 演習授業に参加し、 総合評価　　　　　

（プレゼンテーションと質疑応答の内容）で合格の基準に達すると単位が認定されます。

セミナー
（テレビ会議システムを利用）

研究
中間報告会

博士論文
計画書

博士論文
中間報告

3年次
博士論文
中間報告会

博士論文
審査申請

候補者報告会

博士論文
審査申請前
報告会

博士論文
提出

院内
発表会

論文審査
口頭試問

※研究指導教員・副指導教員の決定

P5流れ図参照

P5流れ図参照

P5流れ図参照
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教育研究上の目的
  「こころ」と「からだ」の有機的関連性を支える法則性について深い学識と高度な研究遂
行能力とを養い、学際的・統合的な視点と姿勢をもって自立 して研究活動のできる人材と、
社会において先駆的な領域を開拓できる人材を養成します。

カリキュラム
  1 年次には、必修科目である「心身健康科学特殊講義」を履修し、心身健康科学におけ
る心身相関の科学、健康科学、統合・学際領域という研究深化の視点を養う とともに、
院生の研究 テーマにつなげる端緒 を導きます。 「心身健康科学特殊演習 I · II· Ⅲ」 はテレ
ビ会議システムを使用するセミナーです。選択科目は 1 ３科目開設され、各自の研究テー
マに応じ、科目を履修し ます。

全専攻修士課程との共通科目

心身健康科学専攻修士課程との共通科目

心身健康科学専攻修士課程及び臨床心理学専攻との共通科目

心身健康科学専攻修士課程及び健康栄養科学専攻との共通科目

※カリキュラムは２０１８年４月現在のものであり、変更する場合があります。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

研究指導（R）

研究テーマ例

修了・学位授与　博士（心身健康科学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→科目修了試
験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提出します。 科目修了試験
に合格すると単位が認定されます。

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) により学修
を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

合格後　単位認定事前学習
レジュメ・スライド作成

心身健康科学における心身相関の科学や健康科学について、 学際的 ・ 統合的に考察する視点を養うため、 必修科目と選択科目の一部でス
クーリング（対面式授業）が実施されています。 テキスト履修に加え、 スクーリングを受講し、 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

博士課程後期課程では、 月１回の個別面接指導のほか、 必要に応じて随時面接指導、 オンラインでの個別指導が実施されます。

１年次 ２年次

指導教員
決定（※）

研究テーマ
の決定

研究
中間報告

• 食事における n-6/ n-3 系多価不飽和脂肪  酸の摂取比率が大学生の心理的ストレス反応に及ぽす影響
• 救急医療現場における多様 な業務が看護師の心身に与える影響
• カックアップ装具のデザインに求められる要素の検討    一支持部の長さと使いやすさの関連について一
• 慢性腰痛の表面筋電図の特徴と心理社会的要因の関係ー表面筋電図の筋活動パターンを中心に一
• 透析患者の適切なたんばく摂取量の検討一心身健康科学の視点から一

Ｔ：テキスト履修　Ｍ：メディア履修　Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　
ＥＸ：演習（テレビ会議セミナー）　Ｒ：オンライン指導＋面接指導

演習（ＥＸ）
演習は、 大学院生と全教員を交えたテレビ会議システム（インターネットを利用）を使ったセミナーです。 演習授業に参加し、 総合評価　　　　　

（プレゼンテーションと質疑応答の内容）で合格の基準に達すると単位が認定されます。

セミナー
（テレビ会議システムを利用）

研究
中間報告会

博士論文
計画書

博士論文
中間報告

3年次
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中間報告会
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候補者報告会

博士論文
審査申請前
報告会
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院内
発表会
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教育研究上の目的
  「こころ」と「からだ」の有機的関連性を科学的・統合的視点から追究し、高度で専門的な知識及び技術をもち、現代人の心身の健康の保
持、増進に寄与するとともにまた心理的問題の研究とその予防・改善のための援助を実践できる人材を育成します。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

「臨床心理基礎実習」「臨床心理実習」（S）

研究指導（R）

修了・学位授与　修士（臨床心理学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→
科目修了試験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提
出します。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) 
により学修を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

合格後　単位認定
レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換
VODによるビデオ履修

対面式授業

心理臨床に必要な知識と技能を修得するため、 テキスト履修に加えてスクーリング（対面式授業）を受講します。 科目修
了試験に合格すると単位が認定されます。

「臨床心理基礎実験Ⅰ ・ Ⅱ」 「臨床心理実習Ⅰ ・ Ⅱ」 では、 学内実習と学外実習を通して心理臨床の知識と技能を段
階的に身につけます。

２年次
Ｔ：テキスト履修　
Ｍ：メディア履修　
Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　
M・Ｓ：メディア履修＋スクーリング履修
Ｓ：スクーリング履修
Ｒ：オンライン指導＋面接指導

メディア履修＋スクーリング履修（M・S）
心理臨床に必要な知識と技能を修得するため、 メディア履修とスクーリング実習を並行して行います。 科目修了試験に合
格すると単位が認定されます。

科目修了試験

（年３回の合同ディスカッションを実施）

臨床心理基礎実習Ⅰ
対面式授業による実習

臨床心理基礎実習Ⅱ
学内施設での実習

臨床心理実習Ⅰ
学内施設と

学外施設での実習

臨床心理実習Ⅱ
学内施設と

学外施設での実習

指導教員
決定

研究
指導

研究テーマ
の決定

１年次に臨床心理学における基礎知識及び研究法、 心理統計の基礎 ・ 応用等を身につけ、 ２年次の４月に決定する指
導教員が、その後２年間、研究計画の作成から修士論文の完成に至る研究を指導します。 年間５回（２年間で１０回）
の面接指導のほか、 中間報告会の発表を通して修士論文を完成させます。

3年次
中間
報告会

論文審査
口頭試問

修士論文
提出

院内
発表会

・臨床心理士第１種指定校
・公認心理師受験資格
  

P5流れ図参照

P5流れ図参照

P5流れ図参照
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臨床心理学専攻に３年以上在学し（休学・停学を除く）、必修を含めた 52単位以上と研究指導 6単位を修得
する必要があります。なお、研究指導は修士論文の審査および試験に合格すると単位が認定されます。

■修了要件

 ※臨床心理士・公認心理師受験資格取得のために必要な科目
　や履修計画については本学ホームページをご参照ください。

 ※通信課程でありますが、心理臨床家になるためのトレーニ　
　ングは実践を含み、対面による講義や指導も多く含まれる　
　ことをご承知おきください。　　

 ※心身健康科学専攻（修士課程・博士後期課程）との共通科
　目も含まれています。

必修 選択

心身健康科学特講 ! 前期 T・S "
認知脳科学特講 1・2・3 前期 # "
ストレス学特講 1・2・3 後期 # "
臨床心理学特論Ⅰ ! 前期 M・S "
臨床心理学特論Ⅱ ! 後期 M・S "
臨床心理職関連行政・倫理特論 1・2・3 後期 # "
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） ! 前期 M・S "
臨床心理面接特論Ⅱ ! 後期 M・S "
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） ! 前期 S "
臨床心理査定演習Ⅱ ! 後期 S "
臨床心理学研究法特論 ! 前期 T・S "
心理統計法特論 1・2・3 後期 $ "
心の健康教育に関する理論と実践 ! 前期 # "
カウンセリング特論 2・3 後期 $ "
心理療法特論 2・3 後期 $ "
心身医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開） ! 前期 # "
精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 2・3 前期 $ "
学校臨床心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開） " 前期 $ "
教育心理学特論 2・3 前期 T・S "
発達心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開） ! 後期 # "
老年心理学特論 3 前期 $ "

産業カウンセリング特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） " 後期 $ "
人間関係学特論 2・3 前期 $ "

臨床心理援助技法論Ⅰ（個人心理療法） 2・3 前期 S "

臨床心理援助技法論Ⅱ（集団心理療法）
（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）

" 後期 S "

臨床心理援助技法論Ⅲ（臨床心理査定） " 前期 S "
臨床心理基礎実習Ⅰ ! 後期 S !
臨床心理基礎実習Ⅱ " 前期 S !
臨床心理実習Ⅰ " 後期 S !
臨床心理実習Ⅱ 3 前期 S !
心理実践実習A " 前期 S "
心理実践実習B " 後期 S %
心理実践実習C 3 前期 S %
臨床心理学特別研究 2・3 & ' (
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教育研究上の目的
  「こころ」と「からだ」の有機的関連性を科学的・統合的視点から追究し、高度で専門的な知識及び技術をもち、現代人の心身の健康の保
持、増進に寄与するとともにまた心理的問題の研究とその予防・改善のための援助を実践できる人材を育成します。

入学から修了まで

テキスト履修（Ｔ）

テキスト履修＋スクーリング履修（Ｔ・Ｓ）

メディア履修（Ｍ）

「臨床心理基礎実習」「臨床心理実習」（S）

研究指導（R）

修了・学位授与　修士（臨床心理学）

テキスト履修では単位を修得するために 「自宅学修 → 課題レポート提出および他の学生とのオンラインでの意見交換　→
科目修了試験」 の順に学修を行います。 また、 科目修了試験は会場で受験する形式ではなく、 オンラインでレポートを提
出します。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

メデイアを使った履修では、 テキスト履修とビデオ履修を並行して実施します。 ビデオ履修 では VOD (Video On Demand) 
により学修を進めます。 科目修了試験に合格すると単位が認定されます。

合格後　単位認定
レポート提出（複数回）
オンラインでの意見交換
VODによるビデオ履修

対面式授業

心理臨床に必要な知識と技能を修得するため、 テキスト履修に加えてスクーリング（対面式授業）を受講します。 科目修
了試験に合格すると単位が認定されます。

「臨床心理基礎実験Ⅰ ・ Ⅱ」 「臨床心理実習Ⅰ ・ Ⅱ」 では、 学内実習と学外実習を通して心理臨床の知識と技能を段
階的に身につけます。

２年次
Ｔ：テキスト履修　
Ｍ：メディア履修　
Ｔ・Ｓ：テキスト履修＋スクーリング　
M・Ｓ：メディア履修＋スクーリング履修
Ｓ：スクーリング履修
Ｒ：オンライン指導＋面接指導

メディア履修＋スクーリング履修（M・S）
心理臨床に必要な知識と技能を修得するため、 メディア履修とスクーリング実習を並行して行います。 科目修了試験に合
格すると単位が認定されます。

科目修了試験

（年３回の合同ディスカッションを実施）

臨床心理基礎実習Ⅰ
対面式授業による実習

臨床心理基礎実習Ⅱ
学内施設での実習

臨床心理実習Ⅰ
学内施設と

学外施設での実習

臨床心理実習Ⅱ
学内施設と

学外施設での実習

指導教員
決定

研究
指導

研究テーマ
の決定

１年次に臨床心理学における基礎知識及び研究法、 心理統計の基礎 ・ 応用等を身につけ、 ２年次の４月に決定する指
導教員が、その後２年間、研究計画の作成から修士論文の完成に至る研究を指導します。 年間５回（２年間で１０回）
の面接指導のほか、 中間報告会の発表を通して修士論文を完成させます。

3年次
中間
報告会

論文審査
口頭試問

修士論文
提出

院内
発表会

・臨床心理士第１種指定校
・公認心理師受験資格
  

P5流れ図参照

P5流れ図参照

P5流れ図参照

臨
床
心
理
学
専
攻
【
通
信
制
】
修
士
課
程

臨
床
心
理
学
専
攻
【
通
信
制
】
修
士
課
程
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臨床心理学専攻に３年以上在学し（休学・停学を除く）、必修を含めた 52単位以上と研究指導 6単位を修得
する必要があります。なお、研究指導は修士論文の審査および試験に合格すると単位が認定されます。

■修了要件

 ※臨床心理士・公認心理師受験資格取得のために必要な科目
　や履修計画については本学ホームページをご参照ください。

 ※通信課程でありますが、心理臨床家になるためのトレーニ　
　ングは実践を含み、対面による講義や指導も多く含まれる　
　ことをご承知おきください。　　

 ※心身健康科学専攻（修士課程・博士後期課程）との共通科
　目も含まれています。

必修 選択

心身健康科学特講 ! 前期 T・S "
認知脳科学特講 1・2・3 前期 # "
ストレス学特講 1・2・3 後期 # "
臨床心理学特論Ⅰ ! 前期 M・S "
臨床心理学特論Ⅱ ! 後期 M・S "
臨床心理職関連行政・倫理特論 1・2・3 後期 # "
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） ! 前期 M・S "
臨床心理面接特論Ⅱ ! 後期 M・S "
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） ! 前期 S "
臨床心理査定演習Ⅱ ! 後期 S "
臨床心理学研究法特論 ! 前期 T・S "
心理統計法特論 1・2・3 後期 $ "
心の健康教育に関する理論と実践 ! 前期 # "
カウンセリング特論 2・3 後期 $ "
心理療法特論 2・3 後期 $ "
心身医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開） ! 前期 # "
精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 2・3 前期 $ "
学校臨床心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開） " 前期 $ "
教育心理学特論 2・3 前期 T・S "
発達心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開） ! 後期 # "
老年心理学特論 3 前期 $ "

産業カウンセリング特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） " 後期 $ "
人間関係学特論 2・3 前期 $ "

臨床心理援助技法論Ⅰ（個人心理療法） 2・3 前期 S "

臨床心理援助技法論Ⅱ（集団心理療法）
（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）

" 後期 S "

臨床心理援助技法論Ⅲ（臨床心理査定） " 前期 S "
臨床心理基礎実習Ⅰ ! 後期 S !
臨床心理基礎実習Ⅱ " 前期 S !
臨床心理実習Ⅰ " 後期 S !
臨床心理実習Ⅱ 3 前期 S !
心理実践実習A " 前期 S "
心理実践実習B " 後期 S %
心理実践実習C 3 前期 S %
臨床心理学特別研究 2・3 & ' (
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教育研究上の目的
  人間の心身両面の健康と「栄養・食」とのかかわりを科学的・統合的視点から追求し、高度で専門
的な知識及び技術を持ち、個人の健康の保持・増進を栄養・食生活の側面から解決に導くことのできる、
健康科学に立脚した実践的な専門的能力を有する人材を育成します。

カリキュラム
  食と栄養、そして心身のメカニズムについて高度な知識を身につけ、その専門的背景を軸とした栄養
指導能力・研究能力を養うための教育課程を編成しています。

※カリキュラムは、２０１７年４月現在のものであり、変更する場合があります。

修了・学位授与　修士（健康栄養科学）

食生活と栄養が神経・内分泌組織
などの情報伝達系を介して心にか
かわることの歴史的展開と近年の
生体情報科学の成果を紹介し、こ
の分野の科学を展望すべく議論を
展開します。

ライフサイクル、あるいはアタッ
チメントをキーワードとして健康
な心の発達についての基本的な考
え方を学びます。さらに、具体的
な事例を挙げ、心理的な問題を想
像できるようになるとともに、管
理栄養士としてどのようにかかわ
ることが出来るかについて検討し
ます。

人体を取り巻く外界に接する全て
の境界には微生物が共生しており、
ヒトの生体防御機能に多面的に貢
献しています。代謝性臓器として
腸内菌叢を位置づけ栄養素の吸収
にとどまらず代謝産物の免疫機能、
精神活動に及ぼす影響まで関与す
る多面的な作用を学修します。

多様化した栄養補給からの選択基
準、およびライフステージ別での
食事療法や特殊栄養としての嚥下、
咀嚼など、病態にそった供食によ
る栄養療法の知識を講じます。そ
して、栄養療法の概論を理解し、
各施設における臨床・病態栄養士
として活躍できる能力を養います。
さらに、医療現場において、臨床
栄養の研究及び健康・栄養管理の
質向上について指導者として貢献
できる人材教育を目指します。

生活習慣病は、非感染性疾患の大部分を構成し、中でも循環器疾患による死亡
は我が国において全死亡の３割以上を占めます。要介護状態となる原因疾患と
しては、脳卒中および近年動脈硬化危険因子との関連が明らかとなってきてい
る認知症が半分近くを占めます。循環器疾患を含む生活習慣病の状況及びこれ
ら疾病予防のための生活習慣修正について学びます。

　

修了生の声（修士課程）

修了生の声（心身健康科学専攻　博士後期課程）
進学の決め手は日本で唯一の心身健康科学の学位、そして通信制
　「森林環境での活動が人の心身に及ぼす影響」を研究テーマとしていた私は、日本で
唯一、「心身健康科学」を学ぶことのできる人間総合科学大学大学院博士課程の存在を
知り、迷うことなく受験を決めました。当時、大分県に住んでおりましたので、通信
制であることも選択理由の一つでしたが、この通信制の魅力は、入学後、様々な場面
で実感することとなりました。まず「TV会議」です。最初の頃は無我夢中でモニター
を凝視し続け、終わればグッタリ、「めぐりズム」でケア、という有様だったのですが、
回を重ねるうちに、自分の部屋でたくさんの資料を手元（背後）においた状態で臨め
ることは非常にありがたいことであると痛感しました。もうひとつ、興味深かったの
が「発達心理学特講」で他の受講生のレポートへのコメントを書き込んだことです。
一同に会してのゼミとは異なり、自分のスケジュールで他の人のレポートを読み、関
連文献も検討したうえで、じっくりとコメントを書き込むことにより、さらに議論が
深まっていく（→の連鎖）という通信制ならではの醍醐味を感じました。
　学位申請論文のテーマは「学校登山が生徒の自己効力感に及ぼす影響」で、投稿先
は「心身健康科学」雑誌でした。数回の査読を受ける中、査読者からの厳しく、か
つ丁寧なコメントに加え、査読コーディネータとの面談は、私を力強く導いてくだ
さいました。そして常に、指導教員の暖かく細やかなサポートがありました。心から感謝いたしております。今後は、いただい
たご指導の全てを糧にして、研究活動に取り組んできたいと考えております。

仕事と在宅介護で精一杯。修了できる
か不安でした。
  私は看護教員をしています。当校に入学する半年前
に、父が脳梗塞で右半身完全麻痺となり、在宅介護
と仕事との両立する上での苦しさを感じていました。
パンフレットの「よりよく生きる」に心をひかれ、
学習したいと強く思いましたが、仕事と在宅でも精
一杯な状況なのに、卒業できるのか、不安でした。オー
プンキャンパスでは、学習の方法を具体的に教えて
いただき、「できるかもしれない」と入学を決意しま
した。卒業した今、卒業できた一番の理由は「今日
やれることをやろう」と毎日、少しでも研究や学習
に取り組んだことであると感じています。先生方は、
真正面に私に向き合い答えてくれました。それは研
究の中身だけではなく、介護や仕事に関することも
あり、毎日のメールを通じて励まされました。
　もう一つの理由は親友ができたことで、「よりよ
く生きよう」と上を志す仲間たちと共に、毎日連絡をとり励まし合いまし
た。研究では、教育現場で感じた疑問から研究になるまでの過程を学習し
ました。自分の行った授業の結果が数字に現れる楽しさを感じ、研究を進
める苦しさよりも、楽しさを経験しました。今後の私の課題は、本校で学
習した研究的視点を基礎看護教育の中で活かしていくこと、在宅介護での
経験を活かし、患者と家族側に立ち、その思いを外に発信していくことで
あると感じています。今後も自分や家族、看護学生や受け持つ患者の「よ
りよく生きる」を追求していきたいと思います。「時間がない」と戸惑って
いるみなさん、どうか行動を起こし、次の扉を開いてみてください。私は
仕事と介護に行き詰まり、どうにかしたいという思いで大学院の扉を開け
ました。今は物の見方や考え方が広がり、未来が見え、大学院に入ってよ
かったと思います。　忙しい人でも修士がとれるのが、この大学の魅力です。
時間がなく大変な人こそ、広い視野を身に付け、一人一人の「その人らしさ」
を見つけてほしいと思います。

武藤協子 さん
心身健康科学専攻　
修士課程　

2018年 3月修了

私の興味を最後まで尊重していた
だけました。
  私が取り組んだ研究テーマは「表情刺激
がα運動神経に及ぼす影響－誘発筋電図
F波を指標として－」でした。私は IT 企
業の会社員というまったく異なる分野で
したが、長年働くなかで、日常的におこ
るストレスや緊張が業務のパフォーマン
スに及ぼす影響に問題を感じていました。
心身健康科学という学問があることを知
り、こころや身体の成り立ちの全体像を
知りたいと思い、基礎的な知識を人間科
学部で学んだ後に、大学院へ進みました。大学院では、研究の段
階に合わせて、通信制の講義や研究室での実習、研究内容の進捗
発表などのカリキュラムが効率よく組まれており、業務との両立
の助けになりました。
　心身機能観察特講は大変興味深い実習で、実際に自分の身体の
内部の働きを高価な計測機器や分析機器を使って調べました。心
身が複数の機構に支えられてバランスよく機能することで自分が
生かされていると実感しました。実習を通して、実験研究の基礎
を丁寧に教えていただきました。修士論文の制作にあたっては、
予備調査を行いながら、心身健康科学の研究となり得るテーマを
絞り込むことが最も難しく苦しい場面でしたが、先生方は私の興
味を最後まで尊重してくださり、実験研究の論文にまとめあげる
までの過程全体に渡って段階を踏んで導いてくださいました。大
変な努力は必要でしたが、修了することができたのは先生方の大
変熱心で丁寧なご指導と励ましのお蔭であり、深く感謝しており
ます。

安川悦子 さん
心身健康科学専攻　
修士課程　

2018年 3月修了
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２０１８年３月　博士学位取得



教育研究上の目的
  人間の心身両面の健康と「栄養・食」とのかかわりを科学的・統合的視点から追求し、高度で専門
的な知識及び技術を持ち、個人の健康の保持・増進を栄養・食生活の側面から解決に導くことのできる、
健康科学に立脚した実践的な専門的能力を有する人材を育成します。

カリキュラム
  食と栄養、そして心身のメカニズムについて高度な知識を身につけ、その専門的背景を軸とした栄養
指導能力・研究能力を養うための教育課程を編成しています。

※カリキュラムは、２０１７年４月現在のものであり、変更する場合があります。

修了・学位授与　修士（健康栄養科学）

食生活と栄養が神経・内分泌組織
などの情報伝達系を介して心にか
かわることの歴史的展開と近年の
生体情報科学の成果を紹介し、こ
の分野の科学を展望すべく議論を
展開します。

ライフサイクル、あるいはアタッ
チメントをキーワードとして健康
な心の発達についての基本的な考
え方を学びます。さらに、具体的
な事例を挙げ、心理的な問題を想
像できるようになるとともに、管
理栄養士としてどのようにかかわ
ることが出来るかについて検討し
ます。

人体を取り巻く外界に接する全て
の境界には微生物が共生しており、
ヒトの生体防御機能に多面的に貢
献しています。代謝性臓器として
腸内菌叢を位置づけ栄養素の吸収
にとどまらず代謝産物の免疫機能、
精神活動に及ぼす影響まで関与す
る多面的な作用を学修します。

多様化した栄養補給からの選択基
準、およびライフステージ別での
食事療法や特殊栄養としての嚥下、
咀嚼など、病態にそった供食によ
る栄養療法の知識を講じます。そ
して、栄養療法の概論を理解し、
各施設における臨床・病態栄養士
として活躍できる能力を養います。
さらに、医療現場において、臨床
栄養の研究及び健康・栄養管理の
質向上について指導者として貢献
できる人材教育を目指します。

生活習慣病は、非感染性疾患の大部分を構成し、中でも循環器疾患による死亡
は我が国において全死亡の３割以上を占めます。要介護状態となる原因疾患と
しては、脳卒中および近年動脈硬化危険因子との関連が明らかとなってきてい
る認知症が半分近くを占めます。循環器疾患を含む生活習慣病の状況及びこれ
ら疾病予防のための生活習慣修正について学びます。

　

修了生の声（修士課程）

修了生の声（心身健康科学専攻　博士後期課程）
進学の決め手は日本で唯一の心身健康科学の学位、そして通信制
　「森林環境での活動が人の心身に及ぼす影響」を研究テーマとしていた私は、日本で
唯一、「心身健康科学」を学ぶことのできる人間総合科学大学大学院博士課程の存在を
知り、迷うことなく受験を決めました。当時、大分県に住んでおりましたので、通信
制であることも選択理由の一つでしたが、この通信制の魅力は、入学後、様々な場面
で実感することとなりました。まず「TV会議」です。最初の頃は無我夢中でモニター
を凝視し続け、終わればグッタリ、「めぐりズム」でケア、という有様だったのですが、
回を重ねるうちに、自分の部屋でたくさんの資料を手元（背後）においた状態で臨め
ることは非常にありがたいことであると痛感しました。もうひとつ、興味深かったの
が「発達心理学特講」で他の受講生のレポートへのコメントを書き込んだことです。
一同に会してのゼミとは異なり、自分のスケジュールで他の人のレポートを読み、関
連文献も検討したうえで、じっくりとコメントを書き込むことにより、さらに議論が
深まっていく（→の連鎖）という通信制ならではの醍醐味を感じました。
　学位申請論文のテーマは「学校登山が生徒の自己効力感に及ぼす影響」で、投稿先
は「心身健康科学」雑誌でした。数回の査読を受ける中、査読者からの厳しく、か
つ丁寧なコメントに加え、査読コーディネータとの面談は、私を力強く導いてくだ
さいました。そして常に、指導教員の暖かく細やかなサポートがありました。心から感謝いたしております。今後は、いただい
たご指導の全てを糧にして、研究活動に取り組んできたいと考えております。

仕事と在宅介護で精一杯。修了できる
か不安でした。
  私は看護教員をしています。当校に入学する半年前
に、父が脳梗塞で右半身完全麻痺となり、在宅介護
と仕事との両立する上での苦しさを感じていました。
パンフレットの「よりよく生きる」に心をひかれ、
学習したいと強く思いましたが、仕事と在宅でも精
一杯な状況なのに、卒業できるのか、不安でした。オー
プンキャンパスでは、学習の方法を具体的に教えて
いただき、「できるかもしれない」と入学を決意しま
した。卒業した今、卒業できた一番の理由は「今日
やれることをやろう」と毎日、少しでも研究や学習
に取り組んだことであると感じています。先生方は、
真正面に私に向き合い答えてくれました。それは研
究の中身だけではなく、介護や仕事に関することも
あり、毎日のメールを通じて励まされました。
　もう一つの理由は親友ができたことで、「よりよ
く生きよう」と上を志す仲間たちと共に、毎日連絡をとり励まし合いまし
た。研究では、教育現場で感じた疑問から研究になるまでの過程を学習し
ました。自分の行った授業の結果が数字に現れる楽しさを感じ、研究を進
める苦しさよりも、楽しさを経験しました。今後の私の課題は、本校で学
習した研究的視点を基礎看護教育の中で活かしていくこと、在宅介護での
経験を活かし、患者と家族側に立ち、その思いを外に発信していくことで
あると感じています。今後も自分や家族、看護学生や受け持つ患者の「よ
りよく生きる」を追求していきたいと思います。「時間がない」と戸惑って
いるみなさん、どうか行動を起こし、次の扉を開いてみてください。私は
仕事と介護に行き詰まり、どうにかしたいという思いで大学院の扉を開け
ました。今は物の見方や考え方が広がり、未来が見え、大学院に入ってよ
かったと思います。　忙しい人でも修士がとれるのが、この大学の魅力です。
時間がなく大変な人こそ、広い視野を身に付け、一人一人の「その人らしさ」
を見つけてほしいと思います。

武藤協子 さん
心身健康科学専攻　
修士課程　

2018年 3月修了

私の興味を最後まで尊重していた
だけました。
  私が取り組んだ研究テーマは「表情刺激
がα運動神経に及ぼす影響－誘発筋電図
F波を指標として－」でした。私は IT 企
業の会社員というまったく異なる分野で
したが、長年働くなかで、日常的におこ
るストレスや緊張が業務のパフォーマン
スに及ぼす影響に問題を感じていました。
心身健康科学という学問があることを知
り、こころや身体の成り立ちの全体像を
知りたいと思い、基礎的な知識を人間科
学部で学んだ後に、大学院へ進みました。大学院では、研究の段
階に合わせて、通信制の講義や研究室での実習、研究内容の進捗
発表などのカリキュラムが効率よく組まれており、業務との両立
の助けになりました。
　心身機能観察特講は大変興味深い実習で、実際に自分の身体の
内部の働きを高価な計測機器や分析機器を使って調べました。心
身が複数の機構に支えられてバランスよく機能することで自分が
生かされていると実感しました。実習を通して、実験研究の基礎
を丁寧に教えていただきました。修士論文の制作にあたっては、
予備調査を行いながら、心身健康科学の研究となり得るテーマを
絞り込むことが最も難しく苦しい場面でしたが、先生方は私の興
味を最後まで尊重してくださり、実験研究の論文にまとめあげる
までの過程全体に渡って段階を踏んで導いてくださいました。大
変な努力は必要でしたが、修了することができたのは先生方の大
変熱心で丁寧なご指導と励ましのお蔭であり、深く感謝しており
ます。

安川悦子 さん
心身健康科学専攻　
修士課程　

2018年 3月修了
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